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平成28年度　生理学2　火曜2限　＠薬学講堂	

４月１２日	反転授業の説明と試行、薬物の作用点、細胞の相互作用様式 
４月１９日	膜電位、活動電位、電位依存性Na+, K+チャネル（p.65〜71） 
４月２６日	シナプス伝達、筋収縮、Ca2+チャネル（p.60〜65） 
５月１０日	トランスポータ、経細胞輸送（p. 72〜78） 
５月１７日	Gタンパク質共役受容体、細胞内シグナリング（p. 45〜50） 
５月２４日	受容体キナーゼ、核内受容体（p. 50〜55） 
５月３１日	中間試験（10問中8問選択、成績の４０％）	

６月　７日	抑制性アミノ酸GABA/Gly（p. 80〜90） 
６月１４日	興奮性アミノ酸Glu（p. 91〜96） 
６月２１日	アセチルコリン（p. 97〜105）、一酸化窒素（p.169〜171） 
６月２８日	カテコラミン（p. 106〜120） 
７月　５日	セロトニン（p. 121〜131）、神経ペプチド（p.144〜155） 
７月１２日	ヒスタミン、生理活性ヌクレオチド・ヌクレオシド（p. 132〜143） 
７月１９日	循環ペプチド（p. 156〜168）、エイコサノイド（p.172〜180） 
７月２６日	総合演習（過去問や新作問題を使った要点の復習） 
８月　２日	定期試験（10問必答、成績の５０％） 

毎回、授業で行う演習課題の提出をもって出席点（成績の１０％）とした	

前半5回、後半7回
計12回分の講義を 
すべて反転授業に	
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教科書ページ	



試みた反転授業の段取り	
２．説明スライドを自作し、パワポで文字フリップ 
＋音声を動画に収録、YouTubeにアップロード	

１．毎回の授業終了時に、自宅で予習するための補足 
A3英語プリントを配布（著作権の問題があるので紙で）	

３．学生は予習で
YouTubeのビデオ
（15-20分）を見て、 
プリントを参照して
学習する 
（ノートを整理する
など）	

５．授業時間中に演習問題を解かせる 
（紙媒体を提出）→スキャン採点、電子返却	

４．授業時間の最初に簡単な知識確認
テスト（五択5問、BYODでPandAを使う）	
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紙芝居型ビデオ講義（動かない動画）の制作	

文字のみからなるフリップをPowerPointで制作して、「スライドショーの記録」
機能を用いてヘッドセットで拾った音声を収録→mp4動画出力、YouTubeへ 
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休日に収録し
ないと電話や
訪問者に邪魔
されて…	



リソースの配布	 YouTubeへのリンク（前週の授業終了時） 
ビデオ文字フリップPDF（前週の授業終了時） 
演習課題の模範解答（当該授業の終了時） 
などをPandAでタイミング良く公開 

試験過去問を公開 
（昨年までは正答と採点基準まで公開） 5

	



授業風景	

80台のPCを無線LANに繋げる環境が講堂しかなく、グループでの
アクティブラーニングができず演習は個人単位になってしまった 
→来年度は新棟の新講義室を使ってグループ学習にする	
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公開ビデオでは
言えない話など
を補足しつつ 
ざっと復習中	



意見調査によるリアルタイムの意見集約	

PandAにある意見調査を用いた匿名アンケートを随時、実施 
→　学生の状況や考えをその場で把握できる利点 
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	私の採点は他の先生より厳しいのか…	

BYODまでもう少し…	



予習状況	

4月18日（最初の反転授業）	

5月24日（中間試験前）	
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	薬学生は真面目だ…	



小テスト	

授業最初の5分間テスト	

成績分布や正答を 
小テスト直後に見せ、 
予習内容を再確認 
できるのは良い！	
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今年はこれを出席点に
しなかったが、学生から
これを出席点とするほう
が良いという意見あり	



課題提出	

授業最初に配布（A4両面） 
↓ 

意見調査や小テストの後に
軽くビデオ講義の補足 
（15-20分程度） 

↓ 
課題を解く（本当はグループ
でやらせたいが今年は個人） 

↓ 

授業終了時に提出 
↓ 
授業支援ボックスでスキャン 
学生に自動振り分け、返却 
出席点として1点 
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成績分布	
　	

中間 
平均点	

期末 
平均点	

A+ (96-) 
人数	

A (85-95)	
人数	

B (75-84)
人数	

C (65-74)
人数	

D (60-64)
人数	

再試D (60)
人数	

F 不合格 
人数	

2013 (H25)	 28.8	 24.8	 19	 25	 14	 16	 3	 6	 9	

2014 (H26)	 27.4	 31.5	 23	 16	 24	 8	 4	 4	 8	

2015 (H27)	 28.9	 26.5	 14	 21	 19	 15	 9	 5	 11	

過去3年av	 28.4	 27.6	 18.7	 20.7	 19.0	 13.0	 5.3	 5.0	 9.3	

2016（H28）	 26.1	 28.4	 6	 20	 17	 20	 6	 18	

過去3年と比較して平均点は上昇せず　→　反転授業だけでは有益な効果なし 
A+が激減　→　昨年までのノート点（提出ノートの内容によるボーナス）を廃止したため　	
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H27までは板書での講義＋試験	



個別解析	

個人成績の経時変化　	 予習時間との相関性　	

予習時間と成績は 
全体に相関しない	

離脱＝成績不良
群が明白に	
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	A+上位成績者は 

予習している	



学生の声（抜粋）	
•  予習復習がしやすいので自由に勉強できた。 
•  ノートを使わない楽な授業だった。（自分には合っていた） 
•  予習をした後に授業でもう一度説明を聞くことができたのでより理解が深まった。 
•  自分が分からないところに時間をかけて、分かっているところはサラッと流せるので

良かった。 
•  ノートをしっかり作りたいタイプなので、先にノートを作っておいて授業中にメモを増

やせるという点ではよかったです。 
•  後半はまずレジュメを印刷して理解しながら読んだりマーカーを引いたりする作業

に1時間弱＋講義を1.5〜2倍速で視聴したので10〜15分程度←いちばん理解が
深まる方法でした。 

•  板書をする授業形式だと、板書をしている間は先生の話が耳に入ってこないのが
残念なところです。しかし反転授業であれば、ある程度頭の中に知識が入っている
ので、特にノートをとる必要もなく、先生の話に集中できます。 

•  しっかりと予習をしてきた場合、授業でもう一度解説を聞き、その後演習をするとい
うのは知識が定着しやすい方法だと思いました。 

•  授業前に自分で予習をする必要があったので、毎週少しずつでも勉強していくこと
ができた。普通の講義形式では、テスト前にまとめて勉強することになっていたが、
今回はそれを1週間ごとに分割できた。 

•  京大生は自分の勉強スタイルを持っている（多数のアドバイスがあった） 
•  学生の満足度は高いが、成績向上に結びついていない 1
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陰の声 
時間かかりすぎる	



課題と問題点	

•  全体の成績向上に繋げるため、演習をグループ学習にしたい 
•  授業時間に議論を活性化させる努力とファシリテーター（TA）が必要 
•  ビデオ文字フリップPDFは授業後に公開した方が良い 

（文字フリップだけ印刷して小テストに臨む学生は想定外だった） 

•  授業準備には、通常の講義より3倍くらい時間がかかる 
（プリント、ビデオ、小テスト、意見調査、演習課題、PandAサイトの制作） 

•  PandAは直感的なメニューでなく、相当な慣れが必要 

•  授業支援ボックスの文字認識効率は90%程度、修正・読み直しに労力 
•  前日に予習を促すメール、授業中のPandA操作、細かな成績管理、要点

復習、小テスト・演習・試験のバランスなど、反復学習を促すマメさとICTを
使いこなす能力が教員に求められる（大変…） 
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	京大生に合った授業法を来年も模索します	


